
８月末から、「彦根・愛知・犬上の高校を守る会」は、小中学校の保

護者に向けて運動を開始。８月29日から９月２日、彦根市内の５つの中

学校と、13の小学校に4,000枚のチラシと署名を封筒に入れて配布しま

した。全教彦根教組の提起に高教組や地域の人たちが合流しました。３

つの方法で、一気に5,000筆の署名を集める構えです。１つは、ＰＴＡ

またはＰＴＡの有志として署名用紙を配布する。２つは、「彦愛犬の高

校を守る会」が校門前で署名を配布する。３つは、職場の教職員が署名

を配布する。

旭森小学校の校門前では、ある小学生が「お姉ちゃんが彦根東の定時

制に行って喜んでいたのに、なくるの」と不安な気持ちを隠しません。

稲枝中学の校門前では、生徒同士が会話。「おい知ってるか、西高が

なくなるって、大変やで。」

城東小学校では、「募金をしてもいいのか」と言ってくる小学生もい

ました。

平田小学校の校門前で、生徒に封筒を配っていると、地域の人が「西

高は自分の母校だ。もう署名はしたが、がんばってくれ」と、わざわざ

励ましに。

「おウチの人に渡してね」と言うと、どの

学校でも、ほぼ全員の児童生徒が封筒を受け

取ります。どの学校でも、用意した封筒がま

たたく間になくなりました。

小学生、中学生も、統廃合計画案の事実を

ある程度知っています。運動が広がり、新聞

やテレビでも報道されるようになり、家庭や

地域で、統廃合問題が話題になり関心事になっていることが伺われます。

こうした動きと相まって、８月31日、彦根市の小中学校の校長会が

「県立高校再編計画(原案)に対して心配されることについて」という要

請を、県の中学校長会に行っています。そこでは、特に心配な点を３つ

あげています。

そして、「彦根市小中校長会として、原案の再検討を含めて、関係機

関に働きかけてくださるようお願いします」と締めくくっています。彦

根市の校長会がこの種の要請をするのは異例、教育者としての良識を示

したものです。
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「お姉ちゃんが彦根東の定時制にいったのに…」
「おい知ってるか、西高がなくなるって」

彦根市の校長会が異例の要請 原案の再検討を

①彦根西と彦根翔陽は長い歴史を重ね、特色ある教育がなされている。統合

案では、生徒の希望を奪い、進路選択や高校選択の幅を狭める。彦根市では、

生徒数は増加する。統合案では、市内の生徒が市外の高校または私立の高校に

多く進学せざるを得なくなる。

②彦根西高校、彦根翔陽高校、能登川高校を希望する生徒(現３年生)に、高

校入学後の２，３年次の学校組織や行事、カリキュラムの説明を行い、納得をし

た上で進学を希望する必要がある。

③彦根東高校、彦根工業高校、長浜北星の定時制廃止で、選択幅が狭まり、

経済的、時間的負担が増大する。課題を抱えた生徒の学び直しの機会、学習の

場が狭められる。


